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　メッセージ　清水総合開発株式会社 　メッセージ　清水建設株式会社投資開発本部

「安全」「安心」「快適」を提供 シミズグループの歴史に残る事業
　インタビュー　富国生命保険相互会社

名古屋シミズ富国生命ビル　完成

名古屋・丸の内を象徴する建物に

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　６月１０日　（月曜日）

　
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
︵
桜
通
線
︶
丸
の
内
駅
至
近
に

Ｒ
Ｃ

一
部
Ｓ
造
基
礎
免
震
構
造
の

階
建
て
大
規
模
オ
フ

ス
ビ
ル

を
建
設
す
る
本
工
事

建
物
の
特
徴
は

Ｐ
Ｃ
コ
ア
ウ
オ

ル

と
外
殻
Ｐ
Ｃ
フ
レ

ム
を
組
み
合
わ
せ
て
無
柱
の
大
空
間
を
実

現
し
た
こ
と

チ
ル
ド
ビ

ム
を
利
用
し
た
放
射
対
流
併
用
空

調
や
外
殻
フ
レ

ム
と
ク
ラ
イ
マ

ブ
ラ
イ
ン
ド
に
よ
る
遮
蔽

効
果
な
ど
で
大
幅
な
省
エ
ネ
を
達
成
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す

フ
ル
Ｐ
Ｃ
フ
レ

ム
を
グ
ラ
ウ
ト
充
填
の
み
で
千
鳥
格
子

状
に
積
層
す
る
工
法
お
よ
び
本
空
調
シ
ス
テ
ム
も
新
た
に
開
発

し

本
工
事
に
て
採
用
し
て
い
ま
す

富
国
生
命
保
険
と
当
社

が
約

年
前
か
ら
活
用
方
法
を
検
討
し
て
き
た
敷
地
で
あ
り


当
社
名
古
屋
支
店
で
も
最
大
規
模
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
任
さ

れ

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
着
任
し
ま
し
た


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

は
大
前
提
と
し
つ
つ
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
品
質
工
程


安
全
の
三
つ
を
通
し
て

基
本
事
項
を
一
生
懸
命
実
践
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
た

格
子
状
の
Ｐ
Ｃ
フ
レ

ム
は
建
物
の
表

情
を
決
め
る
た
め

精
度
の
確
保
が
何
よ
り
重
要
で
す

現
場

で
の
施
工
は
も
ち
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
千
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Ｃ
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場
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
﹁
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﹂
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ま
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
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
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０
２
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
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５
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
設
計
段
階
か
ら
施
工
担
当

者
が
関
わ
る
フ
ロ
ン
ト
ロ

デ

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
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ラ
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
本
社
・
支
店
・
技
術
研
究
所

の
﹁
オ

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﹂
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絞
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ま
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
躯
体
工
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
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サ
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
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決
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
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
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
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防
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
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ち

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
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技
術
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新
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易
度
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高
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
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
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べ
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は

基
本
の
積
み
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で
す
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﹁
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は
何
よ
り
も
優
先
す
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﹂
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で
き
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も

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と
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の
﹁
や

て
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
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最
大
４
５
０
人
／
日
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作
業
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働
く
大
型
現
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
当
社
の

職
員
で
は

人
中
女
性
が
８
人

外
国
籍
が
３
人
と
多
様
性
に

富
ん
だ
現
場
事
務
所
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り

﹁
そ
れ
ぞ
れ
が

リ

ダ

と
し
て
責
任
を
持
と
う
﹂﹁
皆
で
一
緒
に
考
え
よ
う
﹂

と
呼
び
か
け
ま
し
た

困

た
こ
と
が
あ
れ
ば
自
ら
周
り
に
発

信
し
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

そ
れ
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も

す
べ
て
の
基
本
で
あ
る
あ
い
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つ
や
会

話
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積
極
的
に
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い
現
場
に
す
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よ
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努
め
ま
し

た


　
職
員
・
作
業
員
皆
が
一
生
懸
命
だ
か
ら
こ
そ

現
場
に
は
付

き
も
の
の
突
発
的
な
出
来
事
に
も
一
致
団
結
し
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ま
さ
に
凡
事
徹
底
を
体
現
し
た
工
事

で
し
た

竣
工
を
迎
え

こ
れ
ま
で
関
わ

て
こ
ら
れ
た
方
々

の
努
力
の
上
に
成
り
立
つ
本
事
業
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら

無

事
に
お
引
き
渡
し
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す

こ

の
場
を
お
借
り
し
て
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

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名
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屋
丸
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一
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目
計
画
建
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所
長
　
松
本
昭
二
郎

ＰＣコアウオールと外殻ＰＣフレームで大空間創出／「オールシミズ」で知恵を結集

エントランス

　当ビルは富国生命保険とシミズグループの共同フラッグシッププロジェ
クトであり、清水建設側から提案を行い、全国で数多くのオフィスビルを
所有している富国生命保険の取り組みや次世代に向けてのアイデア等の意
見を取り入れていくというスキームで建物計画を進めてきました。
　当社の役割は、共同事業者としてだけではなく、プロパティマネジメン
ト（ＰＭ）・ビルマネジメント（ＢＭ）において当社独自の管理・運営体
制「ＰＢＯＳ（ピーボス）」により、開発コンセプトである「多様な働き
方に応える超環境配慮型オフィス」を実現し、建物竣工後入居テナント企
業様に「安全」・「安心」・「快適」を最適に提供できるよう基本設計時
より建物計画協議に参画しております。
　また、建物運営を支えるリーシングマネジメント（ＬＭ）は、高稼働を
目指し、テナント確保に向けたリーシング方針、効果的アクションを起こ
すためのマーケット調査、建物及び周辺地域の特性を考慮したポジショニ
ング設定を行い、戦略的なリーシング計画を立案し、協力仲介会社の幅広
いネットワークを最大限に活かし、テナント誘致活動を実施しております。

　このたび、愛知県名古屋市中区丸の内で開発を進めて参りましたテナン
トオフィスビル「名古屋シミズ富国生命ビル」が、年３月日に竣工
致しました。
　当ビルは、名古屋の幹線道路である桜通り沿いに面し、交通の便もよく、
永く名古屋の発展を支えてきた、駅前地区・栄地区と併せて名古屋市内の
中枢となるエリアに立地し、従前、富国生命保険の名古屋支社と、当社名
古屋支店があった場所で、両社にとって大変思い入れ深い土地でもありま
す。その場所で富国生命保険と共同事業を行えたことは大変意義深く、シ
ミズグループとしても歴史に残る事業となりました。
　建物の特徴としては、外観を名古屋旧来からの碁盤割の街並みより着想
し、縦と横のフレームが相互に支え合う構造体をデザイン化した時代に左
右されない端正なフォルムとしています。また、基準階専用フロア面積
坪は市内最大級でありながら、最小区画坪と幅広いテナントニーズに
対応した専有部に加え、各基準階に共用会議室、共用バルコニー、階に
はテナント専用ラウンジを設けるなど共用部も充実させました。ご入居頂
く企業の皆様の利便性を重視した計画としたことで、末永くご満足いただ
けるオフィスビルになることを切に願っております。

　―開発の経緯を教えてください。
　花井氏　清水建設がかつて名古屋支店を置いていた敷地と、
その隣地に年に竣工した旧・名古屋フコク生命ビルを共同
で再開発するため、長年両社で検討を進めていました。同ビル
が建て替え時期を迎えたこともあって年末に具体的な方針
が決まり、年月に着工しました。事業推進に当たっては、
設計・施工、建物管理を担うシミズグループ（清水建設、清水
総合開発）が計画を立案し、当社も積極的に意見をあげていく
中で、それぞれの思いが反映したビルとなりました。
　―建物の特長は。
　佐藤氏　コンセプトは「多様な働き方に応える超環境配慮型
オフィス」です。不動産開発におけるカーボンニュートラルの
取り組みは今や必然です。清水建設がその技術力を大いに発揮
し、最先端の環境性能を備えることができました。名古屋圏の
オフィスビルではまだ珍しい、ZEB Ready認証を取得し、CAS
BEE Sランクも取得予定です。さらに使用する電力を％再
生可能エネルギー由来とすることでＣＯ排出量はネットゼロ
となっています。また、当社はお客様に「安心・安全」を提供
する生命保険会社ですから、基礎免震やBCP対応といった防
災面にも注力しました。
　岡本氏　建物の仕様・設備には、個の多様化、働き方改革と
いった社会課題への視点を取り入れました。最大の特長は、最
上階のテナント専用ラウンジです。最も時間をかけて話し合っ
た箇所かもしれません。大型の会議室や集中して仕事に取り組
めるブース、自然を感じられるソファ席と多様なワークスペー
スを用意しました。各階には多機能トイレ、ラウンジ階には性
別で分けない個室トイレ「RESTROOM FOR ALL」を６室設
けました。個室内には手洗いを設置し、誰もが安心して利用で
きるよう心がけています。
　横澤氏　名古屋を代表するビジネス街・丸の内で、大規模オ
フィスビルの新規供給は約年ぶりです。基準階は坪と市
内最大級の大空間で、分割できるのでフレキシブルな対応が
可能です。車社会である地域のニーズに合わせ、１～３階を自
走式の駐車場としたこともポイントです。
　―完成を迎えた感想をお聞かせください。
　岡本氏　難工事でしたが、無事に完成したことに喜びを感じ
ています。最新技術をふんだんに取り入れた素晴らしい建物が
できました。ご入居企業の皆様には、使うほどにそのメリット
を感じていただけるでしょう。また、災害時にこそ真価を発揮
する建物だと思います。
　佐藤氏　最上階のラウンジはもちろん、地元産の木材を使用
したエントランスなどもゆったりとしたグレード感のある空間
が実現しました。名古屋の街が一望できる屋外スペースも大き
な魅力です。お客様からのご評価も高く、他のオフィスビルに
はない設備に満足していただけると期待しています。
　横澤氏　名古屋駅に降りるたびに、建物が建ち上がっていく
様子を楽しみに見ていたので、完成を迎えて感無量です。これ
から年、年と残り続けることを願っています。
　花井氏　碁盤割の名古屋の街並みをイメージした外観は遠く
からもよく目立ち、エリアの象徴的な建物になるでしょう。新
しいビルには、清水建設、清水総合開発、当社がそれぞれ中部
地方の拠点を置きます。共同事業の成功例としても誇れるプロ
ジェクトになりました。本事業に尽力してくださった関係各位
にお礼申し上げます。

（写真左から）
不動産部不動産建築グループ

　岡本　和也　調査役
不動産部不動産運営グループ

　佐藤　慎太郎　専任部長
不動産部不動産グループ

　花井　圭一　課長
同 　横澤　洋成　主任
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　設計コンセプト　　　　新たなアイデンティティとなる格子状ファサード

フコク×シミズ共同フラッグシッププロジェクト

工　事　概　要

多
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的
サ

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イ
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最
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階
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ン
ジ

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　６月１０日　（月曜日）

　共同事業者３社が保有する土地を統合し、「多様な働き方に応
える超環境配慮型オフィス」をコンセプトとした大規模テナント
オフィスを建設しました。
　名古屋の碁盤割り街区から抽出される「格子」に土地の歴史を
重ね合わせることで、事業者の新たなアイデンティティとなる格
子状ファサードを創出しました。外観を特徴づける外殻フレーム
は、千鳥状に配置されたPCa部材が互いに支え合う仕組みとし、
乾式工法とすることで施工時の省人化も図っています。
　専有部は、ワーカーの働き方に合わせて柔軟にきめ細かく制御
できる空調照明システムを採用することで、快適性と選択性を併
せもった冗長性のあるワークプレイスを生み出すことができるよ

うにしました。また各所共用部には、都市の自然に呼応する親自
然的で半公共的なサードプレイスを立体的に配置することで、ニ
ューノーマルの社会でますます多様化する働き方の受け皿としま
した。
　また、外殻フレームとクライマーブラインドの組み合せにより
日射遮蔽と眺望確保を両立する外装システムや、放射と対流をか
け合わせた空調システム、画像センサーによる照明制御等により
一次エネルギー消費量を約％削減し、ZEB Readyを大きく上
回る環境性能を獲得しました。
　清水建設株式会社
　建築総本部設計本部プロジェクト設計部２部　設計長　大柳聡

エントランス

共用部吹き抜け

基準階自走式駐車場 専有部バルコニー

手洗い付き個室トイレ「RESTROOM FOR ALL」

■工　事　名　称／（仮称）名古屋丸の内１丁目計画
■工　事　場　所／名古屋市中区丸の内１丁目番号
■建　築　主／清水建設株式会社、富国生命保険相互会社、

清水総合開発株式会社
■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■階　　　数／地上階塔屋１階
■構　　　造／ＲＣ一部Ｓ造、基礎免震構造、コアウォール

＋外殻ＰＣハイブリッド構造
■設計・施工／清水建設株式会社
■工　　　期／年月日～年３月日

写真提供：清水建設株式会社
集中ワークスペース

オープンワークスペース 屋上テラス


